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い
か
」
と
報
告
し
た
。

　
遠
山
教
授
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
認
知
が
低
く
、
多
く
の
中

小
企
業
は
自
ら
の
取
り
組
み

を
意
識
し
て
い
な
い
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
観
点
を
社
員
と
共
有

す
る
こ
と
で
、
社
会
課
題
の

解
決
や
自
社
の
事
業
拡
大
に

も
つ
な
が
る
例
が
少
な
く
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
冊
子
は
『
川
崎
市
中
小
企

業
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
挑
戦
』
と

し
て
、
川
崎
市
経
済
労
働
局

な
ど
で
配
布
し
て
い
る
。

　
経
済
学
部
・
遠
山
浩
ゼ
ミ

が
、
川
崎
市
内
の
中
小
企
業

の
経
営
者
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

各
社
の
既
存
事
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
で
定
め
ら
れ
た
17
の
目
標

の
ど
れ
に
該
当
す
る
か
を
検

討
し
た
。
結
果
を
冊
子
に
ま

と
め
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
見
直
す

こ
と
が
、
企
業

価
値
の
向
上
に

つ
な
が
る
」
と

指
摘
し
た
。

　
遠
山
ゼ
ミ
は

中
堅
・
中
小
企

業
を
研
究
し
て

お
り
、
２
０
１

９
年
度
は
川
崎

市
経
済
労
働
局

の
協
力
で
、
２

〜
４
年
次
生
12
人
が
中
小
企

業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

を
調
査
。
製
造
業
や
農
業
ベ

ン
チ
ャ
ー
、
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
な
ど
７
社
を
訪
れ
、
事
業

内
容
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
該
当
す

る
か
、経
営
者
と
議
論
し
た
。

　
そ
の
中
で
地
域
へ
の
貢
献

や
も
の
づ
く
り
へ
の
意
識
の

高
さ
が
明
ら
か
に
。
バ
イ
オ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
の

町
工
場
を
担
当
し
た
斉
藤
慎

也
さ
ん
（
４
年
次
）
は
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
み
る
と

多
面
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
こ
を
Ｐ
Ｒ
で
き
れ

ば
、
川
崎
の
人
は
よ
り
興
味

を
持
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な

　高校生まで自分の人生には英語なん

て必要ないと思っていた。英語が得意

な人たちが全部日本語に訳してくれる

ので全ての情報は手に入ると思ってい

た。しかし、自分で英語を使うように

なったからこそ感じることであるが、

残念ながら、

日本のメディ

アは多様性が少なく、海外のニュース

はごくわずかで、断片的にしか取り上

げられていない。しかも、日本にとっ

て都合のよい情報に偏りがちのように

見える。自分から諸外国のニュースサ

イトを訪れたり、ＳＮＳで各国の人た

ちの生の発信を読んでいると、全然情

報の質と量が違うのだ。英語を自在

に扱えることで、日本にいながらも

日々、世界で起きていることを身近に

感じることができる。この感覚を18歳

の自分に伝えられたら、もっと早くか

ら英語の勉強に励んでいただろうにと

悔しく思う。

　しかも私が学生の頃に比べて世の中

の状況は変わってきており、海外に行

く機会に恵まれなくとも、国内で英語

を活用できる場面はどんどん増えてい

る。現在、コロ

ナ対策のため

の緊急事態宣言の中、可能な限りのオ

ンライン化が急ピッチに進められてい

る。自粛、自粛の毎日で自分の世界が

どんどん狭くなっていくような閉塞感

がある一方で、実のところ、今回のオ

ンライン化を機に海外との垣根は低く

なり、世界がもっと広がっていくので

はないかと期待している。そんな未来

に期待して、自粛生活中の今日も、自

分の英語にさらなる磨きをかけてい

る。（犯罪心理学）
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
、
ロ
ー
マ
時
代
か

ら
の
城
塞
都
市
チ
ェ
ス
タ
ー
。
自
身
で

手
配
し
な
い
と
、
既
成
ツ
ア
ー
で
は
な

か
な
か
訪
れ
な
い
街
だ

歴
史
の
な
か
の
人
び
と

｜
出
会
い
・
喚
起
・
共
感

樋
口
映
美
編
著

　
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
４
人

と
本
学
経
済
学
部
永
島
剛
教

授
を
含
む
歴
史
研
究
者
14
人

が
、
自
分
た
ち
の
出
会
っ
た

歴
史
を
今
ど
う
伝
え
れ
ば
よ

い
の
か
、
過
去
３
年
間
試
行

錯
誤
し
た
。
そ
の
結
果
が
本

書
で
あ
る
。

　「
記
憶
」「
モ
ノ
（
史
跡
・

写
真
）」「
事
件
・
出
来
事
」

「
意
識
」
を
手
掛
か
り
に
展

開
さ
れ
る
歴
史
の
一
コ
マ

は
、
活
動
家
と
の
対
話
、
奴

隷
制
下
の
裁
判
記
録
や
日

記
、
史
跡
案
内
、
19
世
紀
イ

ギ
リ
ス
の
石せ

っ

鹼け
ん

を
め
ぐ
る
近

代
、
ベ
ト
ナ
ム
難
民
の
運

命
、
メ
キ
シ
コ
の
新
聞
少
年

た
ち
の
日
常
、
虐
殺
の
う
わ

さ
、
有
名
デ
パ
ー
ト
の
店
員

の
話
な
ど
多
種
多
様
。
ど
こ

か
ら
で
も
自
由
に
読
め
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
の
一
コ

マ
か
ら
何
が
読
み
取
れ
る

か
、
本
書
の
執
筆
者
と
共
に

考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
歴
史

を
考
え
る
楽
し
さ
、
歴
史
か

ら
今
を
考
え
る
面
白
さ
を
発

見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
彩
流
社
・
２
２
０
０
円
＋

税
、
電
子
版
あ
り
）

編
著
者
（
ひ
ぐ
ち
・
は
ゆ

み
）

文
学
部
教
授
。
ア
メ

リ
カ
の
人
種
と
政
治
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
図
解

マ
ヤ
・
ア
ス
テ
カ
文
化
事
典

井
上
幸
孝
日
本
語
版
監
修

　
本
書
は
マ
ヤ
・
ア
ス
テ
カ

を
中
心
に
メ
ソ
ア
メ
リ
カ

（
メ
キ
シ
コ
か
ら
中
米
に
か

け
て
栄
え
た
文
明
圏
）
に
つ

い
て
項
目
別
に
詳
述
し
た
も

の
で
あ
る
。

　「
主
要
人
物
」「
権
力
・
儀

式
・
政
治
」「
日
常
」「
神
々

と
宗
教
」「
遺
跡
と
都
市
」

の
五
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分

か
れ
て
お
り
、
各
セ
ク
シ
ョ

ン
に
は
15
〜
30
項
目
が
含
ま

れ
て
い
る
。

　
本
書
の
特
徴
と
し
て
、
フ

ル
カ
ラ
ー
の
写
真
や
図
版
を

多
数
収
録
し
、
図
像
な
ど
を

詳
し
く
解
説
し
て
い
る
点
、

さ
ら
に
事
典
形
式
で
個
別
の

項
目
ご
と
に
読
む
こ
と
が
で

き
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
概

説
書
や
通
史
で
は
な
か
な
か

扱
わ
れ
な
い
事
項
の
説
明
が

特
に
充
実
し
て
い
る
。（
柊

風
舎
・
本
体
１
５
０
０
０
円

＋
税
）

監
修
者
（
い
の
う
え
・
ゆ

き
た
か
）

国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
。
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
化
論
。

訃
　
　
報

服
部
俊
氏
（
は
っ
と
り
・
た

か
し
）
名
誉
教
授
・
元
文
学

部
教
授

　
４
月
18
日
、
85
歳
で
死

去
。
１
９
６
３
年
か
ら
２
０

０
５
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

健
康
科
学
論
。

黒
岩
俊
郎
氏
（
く
ろ
い
わ
・

と
し
ろ
う
）
名
誉
教
授
・
元

経
営
学
部
教
授

　
５
月
３
日
、
94
歳
で
死

去
。
１
９
７
３
年
か
ら
96
年

ま
で
在
職
。専
門
は
科
学
史
。

中
小
企
業
の
経
営
者
に
向
け
発
表
す
る

遠
山
ゼ
ミ
生

１
月
20
日
、
川
崎
市

オ
ン
ラ
イ
ン
で

ク
ラ
ス
会
開
催

心
理
学
科
１
年
次
生

　
人
間
科
学
部
心
理
学
科
で

は
５
月
１
日
と
８
日
、
新
入

生
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
新
入
生
同
士
が

顔
を
あ
わ
せ
る
こ
と
な
く
オ

ン
ラ
イ
ン
で
授
業
が
始
ま
る

前
に
、
不
安
を
減
ら
そ
う
と

企
画
さ
れ
た
。

　
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
い
、
１

日
は
１
年
次
生
約
40
人
、
８

日
は
約
30
人
が
参
加
し
た
。

教
員
や
上
級
生
も
加
わ
り
お

　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、

国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
学
部
で
す
。
文
学
部
か

ら
移
っ
た
日
本
語
学
科
と
、
新
設
の
異
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
２
学
科

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
日
本
語
学
科
は
、
日
本
語
を
言
語
学
的

に
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
化
社
会

の
中
で
の
日
本
語
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ

と
を
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。
日
本
国
内
に
い
て
も
、
日
本
語
を
母

語
と
し
な
い
人
々
と
日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
機
会
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会
で
活
躍
す
る
日

本
語
運
用
の
プ
ロ
か
ら
直
接
学
べ
る
「
協

力
講
座
」
も
導
入
し
ま
し
た
。
新
聞
の
校

閲
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
演
劇
を
通
し
て
の

日
本
語
の
運
用
に
つ
い
て
の
洞
察
力
を
磨

き
ま
す
。

　
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

は
、
異
文
化
理
解
を
通
し
て
国
際
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
す
。

特
徴
あ
る
三
つ
の
学
び
に
よ
っ
て
、
そ
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。
第
１
は
、
英
語
プ

ラ
ス
１
言
語
の
運
用
能
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
。
第
２
は
、
学
生
全
員
が
海
外
研
修

を
経
験
す
る
こ
と
。
２
年
次
の
前
期
に
全

員
が
海
外
に
留
学
し
、
語
学
力
を
磨
き
な

が
ら
異
文
化
を
体
験
し
ま
す
。
第
３
は
、

帰
国
後
も
語
学
力
を
向
上
さ
せ
続
け
る
と

と
も
に
、
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
。
学
生
が
互

い
の
海
外
体
験
を
共
有
し
、
異
文
化
理
解

の
幅
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
た
「
異
文

化
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
型
の
授
業
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
産
声
を
あ
げ
た
ば
か

り
で
す
が
、
明
治
期
に
海
外
留
学
経
験
を

も
と
に
社
会
貢
献
を
実
践
し
た
４
人
の
創

立
者
の
精
神
を
体
現
す
る
学
科
と
も
言
え

ま
す
。

　
新
学
部
の
ス
タ
ー
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
と
重

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
前
期
の
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
型
で
始
ま
り
ま
す
。
学
生
の

皆
さ
ん
は
、
最
初
は
戸
惑
う
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
乗
り
切
っ
て
い
け
る
よ

う
学
習
面
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
の
時
期
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
チ
ャ
ン

ス
だ
と
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
人

と
人
が
対
面
で
き
な
い
環
境
を
経
験
す
る

こ
と
で
、
逆
に
対
面
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
す
。

　
私
は
、
国
語
の
教
員
を
目
指
し
て
大
学

に
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
に
は
夢
か
な

っ
て
、５
年
ほ
ど
中
学
・
高
校
の
教
壇
に
立

っ
て
い
ま
し
た
が
、
縁
あ
っ
て
研
究
機
関

や
行
政
で
日
本
語
に
向
き
合
う
仕
事
を
し

て
き
ま
し
た
。文
化
庁
時
代
に
、文
化
審
議

会
答
申
の「
敬
語
の
指
針
」（
２
０
０
７
年
）

の
取
り
ま
と
め
事
務
局
に
携
わ
り
ま
し
た

が
、
あ
る
日
本
語
学
者
が
「
若
者
は
敬
語

を
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、
年
配
者
は

若
者
が
敬
語
を
使
お
う
と
し
た
こ
と
を
評

価
す
べ
き
だ
」
と
熱
く
語
っ
て
い
た
こ
と

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
日
本
語
学
は
、

正
し
い
日
本
語
の
姿
で
は
な
く
、
伝
わ
り

や
す
い
日
本
語
の
姿
を
探
し
当
て
る
こ
と

な
の
だ
と
胸
に
刻
ん
だ
瞬
間
で
し
た
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、「
聞
き
慣
れ
な

い
日
本
語
を
耳
に
し
て
も
、
頭
ご
な
し
に

否
定
せ
ず
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
言
い

方
を
す
る
か
考
え
ら
れ
る
大
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
伝
え
た
い
で
す
。

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成よ

そ
１
時
間
、
画
面
越
し
に

会
話
を
楽
し
ん
だ
。
初
め
は

ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
１
年
次
生

も
、
教
員
か
ら
授
業
や
実
験

の
内
容
な
ど
を
聞
い
た
り
、

互
い
に
自
己
紹
介
し
た
り
す

る
う
ち
に
、
心
理
学
科
で
の

学
び
に
つ
い
て
実
感
を
得
た

様
子
だ
っ
た
。
少
人
数
に
分

け
た
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
多
く
の
質
問
も
出
て

い
た
。

　
心
理
学
科
長
の
大
久
保
街

亜
教
授
は
「
大
学
は
学
ぶ
場

で
あ
る
と
同
時
に
た
く
さ
ん

の
人
と
出
会
う
場
。
限
ら
れ

た
範
囲
で
は
あ
る
が
そ
れ
を

新
入
生
に
少
し
で
も
体
験
し

て
ほ
し
か
っ
た
。
連
絡
を
取

る
の
が
大
変
だ
っ
た
が
、
新

入
生
の
表
情
を
見
て
そ
の
か

い
が
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い

る
」
と
話
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ク
ラ
ス
会
に
参

加
し
た
１
年
次
生
と
教
員

川
崎
の
中
小
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

経
済
・
遠
山
ゼ
ミ
が
報
告
書
作
成

　今年度新設された国際コミュニケーショ

ン学部の学部長に、斎藤達哉教授が就任し

た。任期は2022年８月31日まで。斎藤学部長

に学部の特色や抱負などをお聞きした。

国際コミュニケーション学部
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